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平成２４年 第１回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

【町長】  

 

 

 

通告順 １ 
質問 

議員 
高田議員 

質問 

項目 
幼保二重保育の保護者負担軽減について 

質問 

内容 

町政執行方針に「幼保一元化」へ向けての検討を再開するとあります。

保護者のニーズはすでに、幼稚園の持つ「幼児教育の充実」と保育園の持

つ「安心してまかせられる長時間保育」の両立にあると思います。 

 共働きをしながら子育てをする家庭が増えており、平成１９年の二重保

育利用率は１７％でしたが、平成２２年・２３年の利用率は４０％程度に

増えています。 

 昨年より保育料の階層区分を細分化して負担軽減をはかっているが、更に一歩進

んで、幼保二重保育児童の保護者負担軽減をはかることが出来ないか。 

通告順 ３ 
質問 

議員 
中村議員 

質問 

項目 
２４年度予算全般について 

質問 

内容 

金平町長の初めての予算書を拝見させて戴きました。 

予算委員会の前に、総括的に質問させて戴きます。 

 

老人費と子供費のどちらにウエイトを置こうとしているのか。ハード事

業以外のそれぞれの増加額を伺います。 

 

年来の、議会提案であった商品開発費の具体的なプランを伺います。 

 

スコーレセンターは、町の観光と福祉の施設として、ある程度の赤字は

容認するとしても、将来どのような経営形態が望ましいと考えているか伺

います。 

 

全体を見て、前政権との違いが見えない。「ここが違う」というところ

を伺います。 

 

今年の予算の目玉はどれか伺います。 
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通告順 ４ 
質問 

議員 
鵜野議員 

質問 

項目 
町長が掲げた基本政策を２４年度にどの様に組み入れたのか 

質問 

内容 

昨年５月の就任時、町長は町政執行方針の中で、総合計画基本構想の実

現に向けた実施計画を既存事業の効果や効率性、必要性等について事業の

見直しを含め検証を行い、予算編成に反映させたい。 

さらには、基本政策７項目を掲げたわけですが、それらを取り組む上で、

今年度予算にどの様に組み入れたのか、以下の４項目についてお伺いいた

します。 

 

① 希望の持てる農業政策の確立・・・・・・・第８次農業振興計画で

どのように組み込まれているか。 

 

② 地元で安心して買い物ができる商業振興・・地方が抱える商工業の

立て直しと観光の振興をどのように描いていきますか。 

 

③ 幼・保・小・中学校の教育環境の改善・・・良好な教育環境、学力

向上、具体的にどこを改善しますか。 

 

④ 町民が安心できる医療体制の維持・・・・・具体的に現在どの様に

考えているのか 

 

通告順 ５ 
質問 

議員 
絵内議員 

質問 

項目 
鹿対策について 

質問 

内容 

 鹿による、食害やら踏みつけが拡大傾向にあり、町としても対策委員会等により

駆除に取り組んでいますが、さらなるスピードをあげて進むべきと思いますが町長

の見解を伺い致します。 



 3

 

 

 

 

 

通告順 ６ 
質問 

議員 
久保議員 

質問 

項目 

沼田町２０１４年問題 （厚生病院と農協の築５０年、そして・・・） 

（町長、農業委員会長） 

質問 

内容 

１．１９６４年、沼田町に大きな４つの建物が落成いたしました。それは

文化の殿堂「沼田町公民館」、医療の殿堂「沼田厚生病院」、農業の殿堂

「沼田町農協会館」、そして経済の殿堂「沼田産経会館」です。 

一気に４つもの建物が建てられたのは、当時の沼田町の勢いを示して

います。それらは年月とともに老朽化しましたが、町民の熱意と行政の

知恵により、１９９８年に「沼田産経会館」は「観光情報プラザ」に、

２００２年に「沼田町公民館」は「ゆめっくる」にそれぞれ更新されま

した。 

建物の法定耐用年数は最長で、病院は３９年、事務所は５０年です。

そして、いよいよ２年後の２０１４年には残る「厚生病院」と「農協」

が築５０年を迎えます。この両者は民間であることから、行政も新築へ

の積極的な提案ができずに、それぞれの組織の方針に期待するところが

大きかったのであろうと推測いたします。しかし、金谷健一院長が常々、

「開設以来、町立病院的な役割を担ってきました。」と発言されており

ますように、それぞれが沼田町民の生活に深くかかわっており、それぞ

れの社会的役割は小さくはありません。それが２年後となれば、もはや

秒読み段階です。町民に安心と希望を持っていただくためにも、現段階

での指標を整理し、沼田町のグランド・デザインを示すべきであると思

いますが、いかがでしょうか。 

 

２．沼田小学校の新築に伴う大きな経費を複数年で計画的に準備されてき

た手腕で、現在、早期財源手当を進めている新規プロジェクトは何です

か？それは何年計画ですか？また、それに本件は含まれていますか？ 

 

３．和風園や旭寿園から厚生病院への外来数と、今後の増減見込み数は？ 

 

４．農業者と農協職員の農協沼田支所の新築への期待はどのようですか？ 
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通告順 ７ 
質問 

議員 
上野議員 

質問 

項目 
沼田町に「農業機械学校」開設について 

質問 

内容 

今の農業には農業機械無くしては経営は成り立たないと思います。 

さらに農業機械の特徴を生かした効率の良い使用の仕方も大切な一つと思いま

す。 

又、経営者が自己修理が出来、経営の節約にもなり安定した農業経営も出来、色々

な修理の技術を学べる学校を作り、沼田町は勿論、全国の就農者を受け入れて人口

増と町の発展につなげるべきと思うが町長の考えを伺いたい。 

通告順 ８ 
質問 

議員 
長原議員 

質問 

項目 
高齢者の福祉対策について 

質問 

内容 

高齢者が安心して生活するための福祉対策について、本年度も継続して

各種助成等、施策を講じていますが、年配者が生活するうえで不便を感じ

ている事が多いと聞きます。特に、携帯電話の普及により公衆電話が少な

くなり困惑しています。福祉電話の設置はできないか。（観光情報プラザ・

ＪＡ沼田支所） 

 

通告順 ９ 
質問 

議員 
渡邊議員 

質問 

項目 
沼田町の長期的展望について 

質問 

内容 

町長の基本理念としている「今住んでいる人を大切にする」考え方には 

町としての長期的展望が私には見られず、下向きな守りの政策に終始して

しまいそうに思います。 

明るいまちづくりの基本は、未来展望に在ると思うのですが、町長が描

く、１０年、２０年先の沼田町の姿を伺いたい。 
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【教育長】 

 

通告順 ２ 
質問 

議員 
高田議員 

質問 

項目 
中学校の柔道授業における安全性の確保について 

質問 

内容 

新しい学習指導要領の完全実施に伴い、新年度から中学校の１年生と２

年生で武道が必修化となります。 

本町ではこれにさきがけ、本年度から柔道の授業を取り入れていると伺

っています。 

しかしながら２月に入り、その安全性を懸念する新聞報道が数回ありま

した。 

 

１， 本年度における学年別の柔道授業の実施状況と、次年度の実施予定

はどうなっているのか。（実施学期と時間数） 

２， 指導者（教員）は柔道経験者なのか。実技講習会や安全対策講習会

を受講したのか。 

３， 一部の地域では、後頭部を打つ恐れのある投げ技の禁止・乱取りの

禁止や、頭部を守るヘッドギアの装着、畳の上に敷くウレタンマッ

トの採用等の安全対策が実施されていますが、本町においては安全

の確保をどのように考えているのか。 

 


